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大規模修繕事業の実施状況 

構造種別 損傷状況 対策方法 実施状況 

鋼床版 
Ｕリブ 疲労亀裂 

上面補強 SFRC補強 順次工事を実施中 

下面補強 
あて板補強 
ｺﾝｸﾘｰﾄ充填補強等 

下面補強方法について 
試験施工を実施中 

ﾊﾞﾙﾌﾞﾘﾌﾞ 疲労亀裂 補強 あて板補強 順次工事を実施中 

ＲＣ床版 疲労損傷 
取替・補
強 

床版取替 
鋼板接着補強 
縦桁増設補強等 

床版の健全性調査を実施中 

鋼桁 

疲労損傷 補強 あて板補強等 
設計方針検討のための 
調査を実施中 

腐食 
床版連結 
・桁連結 

床版連結 
桁連結 等 

対象区間を選定中 

ＰＣ桁 腐食・はく離 補強 ｱｳﾄｹｰﾌﾞﾙ補強等 詳細調査を実施中 

ＲＣ橋脚 ＡＳＲ 補強 鋼板補強等 
現場調査を実施中 
橋脚梁の撤去・再構築を実施中
（西船場JCT） 
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大規模修繕事業の実施状況 

１．鋼床版（Ｕリブ）下面補強 

名
称 

①Uリブ切断 
  あて板工法 

②モルタル充填 
  あて板工法 

③弾性 
  あて板工法 

 
 
補
強
概
要 

 ビード近傍を切断し
溶接接合からあて板
ボルト接合へ改造 
 

 Uリブ内への軽量モ
ルタル充填＋あて
板による補強 

 曲げ板（t=2.3mm）のUリ
ブ内外面への接着
接合による補強 

外面当て板
接着材

内面当て板
接着材

ハンドホールより挿入

ハンドホール蓋
（板厚： 6mm）
接着材＋普通ボルト

ハンドホール
80×300程度
（1m間隔？）

80mm程度

スタッドボルト

60mm程度120mm程度

1
2

0
m

m
程
度

普通ボルト

当て板 

ﾋﾞｰﾄﾞ付近切断 

ﾓﾙﾀﾙ 当て板 スタッド
ボルト 

スタッド
ボルト 

■平成２８年度末での下面補強方法の確立に向けて、共同研究を実施中 
■補強効果の検証や施工性の確認等を目的に、５号湾岸線において平成２８年１０月から
試験施工を実施 
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大規模修繕事業の実施状況 

２．ＲＣ床版 

■健全度把握については、非破壊検査で内部ひび割れを面的に把握する方法 
  （アンカーセンサ等）を検討中 
■把握した健全度に応じた疲労耐久性を評価するために、複数のRC床版を順次切り出し、 
  今後輪荷重試験を実施する予定 

〔切り出し状況〕 〔水平ひび割れの状況〕 

■全体の健全度把握調査手順（案） 

※床版のたわみ計測は別途検討 

規制不要で構造状態（床版厚・かぶり等）

を把握する調査によりスクリーニング

床版厚の欠損等が認められる径間を対象

規制により微破壊検査で内部ひびわれを点

的に調査・Co状態把握

内部ひびわれが認められた径間を対象

非破壊検査で内部ひびわれを

面的に調査

【適用技術】

・電磁波レーダー

（データ取得、

床版厚・かぶり

を先行把握）

※可能な範囲で

内部損傷状況

も調査

【適用技術】

・コア抜き

・ドリル（小孔）削孔

【適用技術】

・ＡＥローリングセンサ

・上面加振機

・アンカーセンサ

取得したデータから

内部損傷状況を解析

【適用技術】

・電磁波レーダー

（赤外線を補助的に活用）

＋

対策優先対象選定のスクリーニングで除外と 

なったものの健全度把握については、非破壊 

検査技術の開発を進め継続して取り組み 
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大規模修繕事業の実施状況 

３．ＰＣ桁 

■調査、診断、補修・補強までを一括した工事として発注（工事契約４件） 
■詳細調査を実施中 

〔微破壊調査・CCD調査の状況〕 
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大規模修繕事業の実施状況 

４．ＲＣ橋脚 

■未調査橋脚を対象に順次現場調査を実施中 
■亜硝酸リチウム圧入工法に関する共同研究を実施中 
■西船場JCT改築事業にあたり、ASRが進行した４基の橋脚梁の撤去・再構築を実施中 

〔STEP①：仮受橋脚の設置〕 〔 STEP②：荷受けジャッキの組立〕 
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大規模修繕事業の実施状況 

〔STEP⑤：切断ブロックの撤去（梁の吊り降ろし）〕 〔STEP⑥：橋脚梁部の撤去完了〕 

〔STEP③：荷受けジャッキ設置完了〕 〔STEP④：切断した梁の移動〕 

４．ＲＣ橋脚 


